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成長を垣間見せてくれる生徒一人ひとりの表情
校長 湯原 定雄

はやいものでもう年末、平成 29 年もあとわずかとなり、学年の 4 分の 3 が終わりました。保護

者の皆様には、いつも本校教育活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。

この間生徒たちは、学習はもちろんのこと、さまざまな行事や研修で生き生きとした姿を見せて

くれました。3 年生はさまざまな行事をやりきった充実感からか、表情もすっかり大人びてきまし

た。ときどき見せる理知的な表情や自己の内面を振り返るような深い表情は、この間の精神的な成

長を垣間見せてくれます。2 年生も 1 年生も上級生の姿を見ながら、また級友とのふれあいを通し

て、新たな自己発見、成長をみせてくれています。

1 年生「言語」の授業で「中学生になって成長したこと」というタイトルで短い作文を書きまし

た。そのなかから少し紹介します。

中学生になって気づいたことが三つあります。一つ目は、自分以外の人が与える影響です。例えば私は以前

はとてもネガティブなやつでした。それがクラスの明るい皆のおかげで、明るくなれました。しかも部活でいろいろな

性格の人と同じ練習に取り組むことで、一人ひとりの個性に気づくことができました。……。（女子）

中学生になって成長したと思うことは、いろいろなことに挑戦するようになったことかもしれないことです。中学生

になり、生徒会に挑戦しました。はじめは不安でしたが、あいさつ活動やクリーンサービス、クラスの話し合いに積

極的に参加するようになりました。今ではもっといろいろなことに挑戦しているつもりです。（女子）

中学生になって成長したと思うことは先輩と前よりも多く

話すようになったことです。小学生の頃は、同学年の子とば

かり毎日話して過ごしていました。しかし、中学生になって部

活や野外オリエンテーション・西華祭・体育祭で先輩たち

といっしょに活動して、前よりも多くの先輩たちとたくさん話せ

るようになり、うれしく思います。（男子）

こんな中にも、生徒たちの成長が感じられます。

平成 30 年も、生徒たちにとって飛躍の一年であり

ますことを心より願っております。

平成30年 1月の主な予定 授業も成長の大切な機会です

１日（月）元旦

６日（土）Ⅰ期入試願書受付締切

８日（祭）成人の日

９日（火）始業集会 課題テスト

12 日（金）スキー研修前検診（1・2 年生）

入試準備（６・７限）

13 日（土）第 2 土曜日生徒休業・本校Ⅰ期入試

17 日（水）会議のため生徒は一斉下校（バス 16:25）

18 日（木）第 3 回漢字検定
23 日（火）１・２年生午前授業（４限）
24 日（水）～ 26 日（金）スキー研修（１・２年生）
27 日（土）第 4 土曜日（休業日）

〈校長のひとこと……〉1月13日（土）・14日（日）はセンター試験 高３生が受験します

センター試験とは、正式には「大学入学者選抜大学入試センター試験」と呼ばれる大学の共通試験のこ

と。今年度は全国で約 53 万人の受験生が出願しています。国公立大学のみならず私立大学でも採用されて

いる試験。多治見西高校 3 年生ももちろん受験。現在はマーク試験のみですが、3 年後から記述問題も出

題されます。今中学生である皆さんも、高 3 で受験するだろうこの試験、中 3 は 3 年後です。注目してほ

しいと思います。高 3 の生徒たちは、今追い込みの真っ最中。職員室に熱心に質問に来ています。


